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黙畸砲台の保存につい て、 南あ わじ市文化財保護条例第３９条第２ 項の規定によ り、 下記

の通 り建議し ます。

文化財の竡称

文化財の種別

築城年代

所在地

記

門綺砲台 （周 知の埋蔵文化財包薄地 り９崎砲台跡）

建造物（埋蔵つこ化財）

明治 ３２ 年（ ）＿ ８９９年）

南あわじ市福良丙 ９４７・ ２２ 夕｜ヽ

建議

周加のま藏文化財包蔵地である Ｐ１１畸砲台跡において、 南あわじ市に よる 囑発工事が行われる

こと に伴 い、 令和 ５年 ３Ｊ　２４　日よ り実施さ れた発振調査 によ り姿 を現 した 門崎砲台 につ いて、

令加 ５年 ８Ｊ１９ 日に現地での視察を觝い、 埋蔵文化財調を員から詳細な報告を受けた。 県治期

に隻造さ れた砲台 とし ては、国内で類例 を見ない穹窖砲台であ り極 めて 貴重な構造物であ ると

認め られる。

本砲台を含む鳴Ｐ１１ 要塞は、 笹ロ」砲台、 行者ケ嶽砲台、柿ケ原作塁の４ 施設によ り構成されて

おり 、鳴 Ｐ９海峡 を経て大阪湾 に侵入す る敵艦船 を氛止す るた めに、獸治３０（ １８９７）～ ３４ （１ ９０ １）に

かけて建設さ れた要塞であ る。 本砲台の役割は、 回海峡を通過 しよ うと する 敵艦船を砲撃 し押

留めるこ とに あっ た。

本砲台の飽座には、ドイツ のク ルッ プ社製口 径２４セ ンチの加農砲が２　ｙＮ数置 されていた。射

撃口 外側から 出入 口ま での長さ が約 ！４ｍ、 輻が推定約２６ｍ おり 、大モ期から 昭和初期に建造

され、た 穹窖砲台 を含 めて も、 これ はど の大規模 な髱 のは 無く 、国 内最大級 の穹窖魑台の ひとつ

に数えら れ、 る。 また、ぢ。］治期の砲台は、上に覆いが無い露天砲台が一般的であ るが、本砲台は

穹窖、いわゆ るドーム状の天井に售われてお り他に類例が無い。

しか しな がら 、こ の度 の戛掘調査に より 、穹窖状内部 のコ ンク リー トで造ら れた 天井頭頂部

に直径剔 ２ｍ の陥 没が発見 されてお ｙこ の部位の 他、 天井や壁 には多数の大 きく 深い亀裂が

確嘉され た、 また 、コ ンク リー トの 経年劣化 によ り、 骨材 が疎 らに 露ｍ して お乃 、そ の材質は
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均質ではなく 、Ｌヒ較的薄い層 で積み重ね継ぎ合わさ れながら形成 さオ七た ものであ ると 想定さ

れ、 コン クリ ート 層毎の接合・度はかな り低 下し てい るも のと 考え られ る。 数多 くの 亀裂都万

にはヲ回 る所に水分が浸潤 しており 、潮甄の塩害によ る劣化も進行 している こと は想像に難くな

い。 加えて、 重厚な天井を支える２本のコンクリ ー一 卜柱は、 後袖によ る鉄筋全体が錆びて露出

しており 、ｔ朽化 した コン クリ ート が崩壊しその重量を支 え切れない状態であり 、現在も まＩ』離

や崩落は進行 している もの と思料する。

この よう な現状に鑑みれば、本砲台 を安全、 適止に保存管ＪＩ八び修復する こと は非常に 困難

であ ると 思われる。そ のた め、 今後、分かり やすい調査報告書の作成、 ＡＲ 技術の活用、 朧数

毀の状況を肖現しかジオラ マ模型の作成など を行 うこ とに加え、本砲台の解体過程におい て、

コン クリ ート 八び レンガ噂の一部を採取 し、 科学的な分析調をりＴ能な範回 での部分瓷な復ニピ元

を行い展示す る等 によ り、 今回の発掘調査に よる記録保存で得 られた緻密なデータを最大ほに

活か し． ｍｌ甄砲台の歴兜歇産 としての価値を啓発し活用する とと もに、後世に継承する ことが
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